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が  きま  え

この調査は県内市町、観光施設等の協力を得て実施したものです。

調査対象地点の増加により観光交流客数が大幅に増加したところや調査方法

を変更したところもあり、時系列的な比較をする上で一貫性のあるデータとは

いえませんが、本県の観光動向が把握できるよう取りまとめてありますので、

現状を示すひとつの資料として、観光諸施策の推進のための参考資料として御

活用いただければ幸いです。

平成 21年度は、新たに調査対象となつた観光施設があつたため、観光交流客

数は増加しましたが、景気低迷に加え、新型インフルエンザ、駿河湾を震源と

する地震、冷夏・長雨そして伊豆半島東方沖地震などの影響を受け、宿泊客数

は前年度を大幅に下回り、非常に厳しい状況となりました。

今後は、静岡空港に絡めたキャンペーンの実施や外国人観光客の積極的な誘客

活動など、国内外からの観光交流客の増加を図るため、観光業界及び地域の皆

様と一体となつて、魅力ある観光地づくりに今後一層取り組んでいきたいと考

えております。

結びに、今回の調査にあたり多大な御協力をいただきました各市町及び施設等

の皆様に心から厚くお礼申し上げます。

平成 22年 10月

静岡県文化・観光部観光局

観光政策課長  池谷 廣



観光交流客数 (観光入込客数)の年度比較における留意点

観光交流客数 (平成 9年度までは観光入込客数)は、年度によつて調査方法が異な

つており、また調査対象にも変動があるため、経年比較については参考数値としてく

ださい。

年度 容内更変

一九

・ 税制改正により、宿泊施設利用客数の基礎資料が、料理等飲食税課税デー

タから特別地方消費税課税 (以下 「特消税」 とい う。)データに変更。
・ 免税点が高くなったことによる減少。

3
・ 宿泊客数を「特消税のデータ」から「市町村からの報告」に変更。
・ 免税点未満の把握による増加。

10

観光概念に新たな「交流」の視′点を加え、新 しい調査項 目としてゴルフ場、

川釣 り、コンベンション、スポーツ観戦、フリーマーケッ トを追加。

従来の 「観光施設入込客数」と「季節行楽・行事入込客数」を観光 レクリ
エーション客数 とし、併せて調査対象を 1千人以上に統一。 (以前は、「観

光施設入込客数」は年間 1万人以上、「季節行楽・行事入込客数」は 1件 1

千人以上を対象 としていた。)

9年度までは 「観光入込客数」で 10年度からは 「観光交流客数」

12

・ 特消税の廃止により、宿泊施設利用客数の うち「日帰 り (休憩)客数」の

把握ができなくなつたため、調査結果にそれが含まれていない。
・ 「日帰 り (休憩)客数」相当数の減。

(参考)平 成 H年度の 「日帰 り (休憩)客数」は、13,722,601人

21

駿河地域に属 していた富士川町が富士市 と合併 し富士地域 を構成す るこ

ととなったため、年度別の客数の比較において平成 20年度以前について

も、富士川町の客数は富士地域に含まれている。 このため、富士地域及び

駿河地域の平成 20年度以前の客数は、過年度に発表 したものと異なる。



地域の概要

1 静岡県の地域区分

※市町の枠組み及び地域区分は、平成 21年 4月 1日 現在のものです。

平成 21年度中における市町の合併は、以下のとおりです。

・ 平成 22年 3月 23日 合併…。湖西市・新居町、富士官市 0芝川町

注)富士市・富士川町の合併 (平成 20年 11月 1日 )に より、従来は駿河地域としていた

富士川町について、富士地域に変更。

2 観光交流客数及び宿泊客数の地域比較
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I 調査要領

1 調査の目的

県内の宿泊施設、観光施設 (地点)、 スポーツレクリエーション施設、行

祭事及びイベント等の観光交流客数を調査し、今後の「観光交流」施策の基

礎資料とする。         ´

2 調査対象期間

平成 21年度 (平成 21年 4月 1日 ～平成 22年 3月 31日 )

3 調査の内容

観光交流客数とは、静岡県内の各地域を訪れた人の延べ人数とし、

①宿泊客数及び②観光レクリエーション客数を合計したものである。

①宿泊客数

旅館・ホテル 0民宿等に宿泊した客数 (延べ泊数)を集計

②観光レクリエーション客数

観光施設 (地点)、 スポーツレクリエーション施設、行祭事及びイベン

ト等への入場者・参加者等を市町村が集計

年間1千人以上のものが対象

4 調査方法

各市町からの報告及び県一括調査による。

5 調査対象施設 (地点)・ 行祭事等数

合計 1,276施設 (地点、イベン ト)<別表 1の とお り>
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別表1 調査対象施設 (地点)・ 行祭事等数

市町名 学 ぶ 遊 ぶ 触れ合う 合計

県計 339 457 480 1.276

沼津市 10 15 19 44

熱海市
０
４

つ
ろ 59 83

三島市 8 10 25

伊東市 10 50

下田市 9 3 9 21

伊豆市 14 31 15 60

け市の国市 10 12

東伊豆町 10

河津町 3 10 18

南伊豆町 4

松崎町 4 3 8

西伊豆町 6 6 19

函南町
０
４ 6 1 9

清水町 1 0 4

富士宮市 27 9 47

富士市 2 14 31

御殿場市 10 30
０
ろ

据野市 3 2

長泉町 3 3 9

小山町 2 15 10
つ
４

芝川町 0 3 3 6

市町名 学 ぶ 遊 ぶ 触れ合う 合計

静岡市 41 49 47 137

島田市 9 8 12 29

焼津市 4 7 14
０
４

藤枝市 10 14 20 44

枚之原市 2 5 7 14

吉田町 2 1 6

‖相 木 mT 5 1 17

馨田市 15 28 24 67

掛川市 19 15 14 48

袋井市 8 23 38

御前崎市 8 6 6 20

菊川市 5 9 18

森町 7 6 17

浜松市 61 56 168

湖西市 4 1

新居町 4 10

(参考)
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観 光 交流 調 査 結 果 の概 要

1 観光交流客数

・ 観光交流客数は、1億 4,075万人で、前年度を 251万人 (1.8%)上回つた。

・ 前年度に対 して、宿泊客数は大幅に減少 したが、新たに調査対象 となった観光施設の

入込み増 (993万人)があつたため、観光交流客数は増力日した。 この新規調査地点増等

による要因を除いた観光交流客数は 1億 3,082万人であり、前年度を 709万人 (5。 1%)

下回つた。

2 宿泊客数

・ 宿泊客数は 1,723万人で前年度から 149万人減少 した。

・ 前年度比では過去 20年で最大の減少幅 (8。 0%)と なった。

・ 景気低迷に加え、新型インフルエンザ、駿河湾を震源 とする地震、冷夏・長雨そして

伊豆半島東方沖地震など、多 くの悪要因の影響を受けたものと思われる。

・ 特に、県全体の宿泊客数の 6割以上を占める伊豆地域では 107万人 (9。 1%)の減 と大幅

に落ち込んだ。伊東市 23万人 (7:6%)の減、下田市 25万人 (22.5%)の減、東伊豆町 15

万人 (12.9%)の減 と落ち込みが大きく、地震・冷夏の影響を直接 こうむつたものと思わ

れる。                 '

観光レクリエーション客数

観光レクリエーション客数は 1億 2,352万人で前年度を 400万人 (3.3%)上回つた。

新たに調査対象 となった観光施設 (993万人)があつたため県全体では前年比増 となつ

た ものの、この新規調査地点増等による要因を除いた観光 レクリエーション客数は

1億 1,359万人で前年度を 560万人 (4.7%)下回つた。

地震による高速道路の通行止めと冷夏により海水浴客が前年度比 43.4%減 となった牧

之原市、「ふ くろい遠州の花火」の中止などの影響により61万人減 となった袋井市な

ど、市町によつては大きく減少するものもあつた。

分類別では、新規調査対象施設があつたため、「歴史・文化」などが増加 した。

「国民文化祭・ しずおか 2009」 の開催は「イベン ト」の増加に大きく貢献 した。
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4 主な季節の状況

(1)ゴールデンウイーク

・ 宿泊は修善寺、伊豆の国、奥大井は前年を上回つたが、下田は前年を下回つた。

・ 観光施設は前年並みの入込みの施設が多かったが、大型イベント開催により大幅に増

加した施設があつた。

・ イベントは、浜松まつりが前年比 8万人の増となつたが、他は悪天候や花の見頃の不

一致により前年を下回る人出となつた。

(2)年末年始  `
・ 宿泊客数は前年度と比べると、各市町とも減または大幅減となった。

・ 観光施設の入込状況もほとんどの施設が前年度を大きく下回つた。

・ 景気低迷と曜日並びの悪さに加え、伊豆地域においては直前に発生した群発地震の影

響があつた。

5 地域別の主な特徴

,【伊 豆】 宿泊客数は地震・冷夏の影響を直接こうむり大幅に減少した。新規調査対

象施設により観光レクリエーション客数が大きく増加した市があったため、

地域全体として観光交流客数は横ばいとなった。

・ 【富 士】 大型商業観光施設や新規調査対象施設により、観光レクリエーション客数

がt曽加した。宿泊客数は伊豆地域と同様に厳しい状況となった。

・ 【駿 河】 「大道芸ワール ドカップ」など大きく入込みが減少したイベントがあった

が、新規調査対象施設や大型イベントにより、全体的には交流客数はほぼ前

年並みであつた。宿泊客数は前年を下回つた期が多かった。

・ 【西駿河・奥大井】地震による通行止めや冷夏の影響により海水浴客数が大幅に減少

した。宿泊客数は、大きく増加した町もあつたが、ほとんどの市町で減少し

た。

・ 【中東遠】 花火が中止になる等、観光レクリエーション客数が大幅に減少した市があ

った。宿泊客数は一部の市で増加したが、ほとんどの市町で減少となった。

・ 【西北遠】 「浜松モザイカルチャー世界博 2009」 により観光レクリエーション客数

は増加した。宿泊客数は全市町で減少となつた。
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Ⅲ 調査結果

1観光交流客数の状況

(1)観光交流客数の概要

平成21年度の観光交流客数は、1億 4,075万人で、前年度を251万人 (1.8%)

上回つた。

内訳でみると、宿泊客数は 1,723万 人で前年度比 149万人 (8.0%)の減、観光

レクリエーション客数は 1億 2,352万人で前年度比 400万人 (3.3%)の増であつた。

前年度に対 して、宿泊客は減少 したが、新たに調査対象 となつた観光施設 (993

万人)が あつたため、観光交流客数は増加 した。

新規調査地点増等を除いた既存の調査対象のみでは、観光 レクリエーション客数

は前年度比 560万人 (4.7%)の減、観光交流客数は前年度比 709万人 (5。 1%)の減

であった。

(単位 :千人)

観光交流客数

(A+B)

宿泊客数

(A)

観光レクリエーション客数 (B)

1 学ぶ  1  遊ぶ  1触 れ合 う

21年度 a 140,749 17,231 123,518 36,673 56,960 29,885

20年度 b 138,241 18,722 119,519 34,994 55,892 28,634

増減 a ―b 2,508 ∠ゝ 1,492 4,000 1,680 1,068 1,251

前年度比 a/b 101.8% 92.0% 103.3% 104.8% 101.9% 104.4%

②新規調査地点増等の調整について

.cの 観光レクリエーション客数は、21年度調査対象となった施設 。行祭事等の うち、

「21年度から新たに調査地点となつたもの」を除いたものである。

dの観光レクリエーション客数は、20年度調査対象となつた施設 。行祭事等のうち、

「21年度から調査対象とならなくなつたもの」を除いたものである。

新規調査地点増等を除いた場合

21年度 c 130,818 17,231 113,587 33,415 54,561 25,612

20年度 d 137,913 18,722 119,191 34,937 55,630 28,624

増減 c d ∠ゝ 7,095 ∠ゝ 1,492 ∠ゝ 5,603 △ 1,522 ∠ゝ 1,069 ∠ゝ3,012

前年度比 c/d 94.9% 92.0% 95.3% 95.6% 98.1% 89.5%

五入 してい し
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(2)観光交流客数の推移

平成 14年度以降、観光交流客数は若千の増加傾向にある。宿泊客数は平成 1

9年度まで微減からの回復傾向であつたが、20、 21年度と2年連続で大きく

減少した。観光レクリエーション客数は、平成 20年度までは若干の増加傾向で

あったが、平成 21年度は新規調査対象施設があつたため大きく増加した。

①観光交流客数 (②宿泊客数+③観光レクリエーション客数)

(単位 :千人)

年  度 S63 H3 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

全  県 141,482 131,162 129,133 132,880 135,250 133,300 135,926 136,713 138,241 140,749

伊  豆 73,441 63,771 44,267 42,937 41,149 42,043 41,050 40,550 39,447 39,462

富  士 13,092 14,677 24,523 26,433 25,879 27,307 28,390 29,419 30,959 31,362

駿  河 12,690 12,015 19,862 21,477 23,444 23,960 23,836 24,511 25,169 25,392

西駿河。奥大井 9,392 9,721 9,791 9,296 10,375 9,321 8,966 9,542 9,558 9,616

中 東 遠 15,164 13,713 13,787 13,073 12,727 12,960 14,897 14,490 15,380 14,255

西 北 遠 17,703 17,265 15,825 16,127 20,810 16,980 17,359 17,092 16,946 17,615

一括調査 1,076 3,537 1,428 1,109 3,048

指  数 92.7 91.3 93.9 95.6 94.2 96.6 97.7 99.5

②宿泊客数の推移

(注)平成 21年度の市町村別月別数値は、Ⅳ資料編を参照

(単位 :千人)

年  度 S63 H3 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

全   県 26,725 27,653 19,659 19,642 19,277 18,940 19,224 19,332 18,722 17,231

伊   豆 18,857 19,935 12,811 12,658 12,026 12,066 12,332 12,236 11,830 10,758

富  士 1,381 1,358 1,137 1,204 1,257 1,319 1,309 1,533 1,537 1,373

駿  河 1,896 1,534 1,350 1,398 1,447 1,421 1,465 1,422 1,485 1,455

西駿河,奥大井
０
４

０
フ 999 802 808 776 724 719 709 673

中 東 遠 1,018 1,151 1,005 1,065 1,003 903 951 932 953 882

西 北 遠 2,641 2,676 2,553 2,509 2,768 2,506 2,446 2,498 2,210 2,090

指  数 96.6 100.0 71.1 71.0 69.7 68.5 69.5 69.9 67.7 62.3

③観光レクリエーション客数の推移
単位 :千人

年  度 S63 H3 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
全   県 71,254 82,991 109,474 113,238 115,974 114,360 116,702 117,381 119,519 123,518

伊  豆 27,065 32,784 31,457 30,27C 29,122 29,977 28,717 28,315 27,617 28,704

富  士 8,563 11,102 23,386 25,23C 24,623 25,987 27,081 27,886 29,422 29,989

駿  河 7,048 8,104 18,512 20,07C 21,997 22,539 22,37C 23,090 23,684 23,937

西駿河.奥大井 6,599 7,801 8,988 8,48〔 9,600 8,597 8,246 8,831 8,849 8,942

中 東 遠 11,584 11,013 12,782 12,00C 11,724 12,057 13,94C 13,577 14,427 13,373

西 北 遠 10,395 12,187 13,272 13,61〔 18,042 14,474 14,913 14,594 14,736 15,525

一括調査 1,076 3,537 866 730 1,428 1,109
０
０ 3,048

指  数 100.0 116.5 153.6 158.9 162.8 160.5 163.8 164.7 167.7 173.4
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(留意点)

1 「(2)観 光交流客数の推移」における観光交流客数は、平成 11年度以前は 「宿泊客

数」   と「日帰 り (休憩)客数」に「観光レクリエーション客数」を加えたもので、

平成 12年度以降は 「宿泊客数」と「観光レクリエーション客数」の合計である。

なお、観光レクリエーション客数については、平成 10年度に調査対象及び集計方法を変

更 した。

2 -括調査とは、川釣など複数市町にまたがるものを県で調査 したもの。

平成 15年度は「NEW!!わかふじ国体」、「わかふじ大会」観覧客等 (2,665千人)、 平成

18年度は「ねんりんピック」 (577千人)、 平成 19年度は「2007年ユニバーサル技能五

輪国際大会」観覧客等 (297千人)、 平成 21年度は「国民文化祭。しずおか 2009」 (2,148

千人)を含む。

3 それぞれ 1千人未満`を 四捨五入 しているため、全県と各地域の計が一致 しない場合があ

る。

4 「指数」欄は、観光交流客数 と観光レクリエーション客数については昭和 63年度を、宿

泊客数については、平成 3年度を 100と している。

5 駿河地域に属していた富士川町が富士市と合併し富士地域を構成することとなつたため、

年度別の客数の比較において平成 20年度以前についても、富士川町の客数は富士地域に

含まれている。このため、富士地域及び駿河地域の平成 20年度以前の客数は、過年度に

発表 したものと異なる。
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(参考 )

(1)年 度別観光交流客の推移 と特徴

観光交流客数

150,000

130,000

110,000

90,000

70,000

50,000

S46

宿泊客数

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

○ 観光交流客数は、昭和 63年度までは海外旅行ブームが追い風となつて国内旅行に

も拍車がかかり順調に増加し、昭和63年度に過去最高の1億4,148万人となった。

同様に宿泊客数も平成 3年に過去最高の 2,765万人となつた。

○ 平成元年度は、統計上の基礎数値が料理等飲食税課税データから特別地方消費税
の申告数値に変わったことや、伊東沖の海底噴火等の影響のため、1億 2,006万

人と前年度に比べ 15。 1%減少した。

伊東沖の海底噴火の影響等により、伊豆地域は県全体の 45.0%と 全体に占める割

合が半数以下となり、また宿泊施設、観光施設とも入込客数は前年度比△39.3%、

△4.8%と それぞれ下回つた。

○平成 3年度は、冷夏、秋の長雨、台風襲来、景気の減速など厳しい状況であつた

が、湾岸戦争の影響で海外旅行が国内にシフトしたこと、ゴールデンウイークが

好天に恵まれたことなどから、観光交流客数は1億 3,116万人、前年度比 5.1%増 、

宿泊客数は過去最高の 2,765万人、前年度比 20.0%増 となつた。

○ 平成 13年度以降、観光交流客数はほぼ横ばい、宿泊客数は減少傾向にあつた。

○ 平成 21年度は、景気低迷、新型インフルエンザ、冷夏に加え、地震があつたため

客足が遠のき、宿泊客数は伊豆地域を中心に大きく減少した。また、伊豆地域は

高速道路のETC割引制度の恩恵を得られにくいことも影響したとみられる。

S50 H19H15

平成 21年度 :1億 4,075万 人昭和 63年度 :1億 4,148万人

平成 3年度 :2,765万人
平成 21年度 :1,723万人
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(2) 過去 5年間の増加率における地域別寄与度

①観光交流客数

平成 21年度は、「国民文化祭・しずおか 2009」 により県一括調査が大幅に増

加した。伊豆、富士、駿河、西駿河・奥大井、西北遠地域は増加したが、花火

大会の中止などが大きく影響した中東遠地域は減少した。

忘            
―

＼
/

/
/ 冤

4.0%

3.0%

2.0%

1.0%

0.0%

-1.0%

-2.0%

-3.0%

-4.0%

-5.096

― 西北遠地域

― 中東遠地域

西駿河・奥大井地域

― 駿河地域

‐‥ 富士地域

′伊豆地域

― 県一括調査

― 増加率計

H17 H18 H19 H20 H21

②宿泊客数
平成 21年度は、全地域で前年度より減少 した。特に地震・冷夏の影響を直

接こうむつた伊豆地域は大きく減少した。

4.0%

2.0%

0.0%

-20%

-40%

-6.0%

-8.0%

-10.0%

― 西北遠地域

― 中東遠地域

西駿河・奥大井

~駿 河地域

‐‐‐
富士地域

｀
伊豆地域

― 増加率計

H17 H18 H19 H20 H21

―  ・/囃 幽＼
|

＼
＼

※寄与度 :全体の増減に対し、各地域がどの程度影響を与えたかを示す指標であり、各地域

の寄与度を合計すると全体の対前年度増加率になる。
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(3) 平成 21年度四半期別観光交流客数等の前年度比と地域の寄与率

①観光交流客数
4～ 6月 期は全地域で前年度を上回つた。7～ 9月 期は花火大会の中止の影響

で中東遠地域が大きく減少した。10～ 12月 期は大型イベントなどにより西北遠地
域が増加した。伊豆地域は宿泊客数が大幅に減少したが、新規調査対象施設によ
り観光交流客数は増加した期もあつた。

4.0%

3.0%

2.0%

1.0%

0.0%

-1.0%

-2.0%

-3.0%

-4.0%

― 西北遠地域

― 中東遠地域

‐‐ 西駿河・奥大井地域

― 駿河地域

田ヨ 富士地域

・ .伊豆地域

― 県計

4～ 6月 期 7～ 9月 期  10～ 12月 期  1～ 3月 期

＼ 鱒圏 炒

＼ / 矧
ヽ

一イ
一

/

゛

②宿泊客数

伊豆地域・中東遠地域では、年間を通じて前年度を下回り、他の地域も 4～ 12

月は前年度を下回つた。特に全宿泊者数の6割以上を占める伊豆地域は大きく減
少した。

/
ハ

＼

/ ＼ /

2.0%

0.0%

-2.0%

-4.0%

-6.0%

…8.0%

-10.0%

-12.0%

― 西北遠地域

― 中東遠地域

― 西駿河・奥大井地域

― 駿河地域

― 富士地域

1 1伊豆地域

― 県計

4～ 6月 期 7～ 9月 期  10～ 12月 期  1～ 3月 期
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2地域別の指標と特徴

伊 豆 ・観光交流客数は 3,946万 2千人、前年度比 100.0%、 シェアは 28.7%。

・宿泊客数は 1,075万 8千人、前年度比 90.9%、 シェアは 62.4%。

新たに調査対象 となつた施設により三島市は大きく増加 したが、ほとんどの

市町は景気低迷、天候、地震の影響で大きく減少 した。

宿泊客数は、年間を通 して前年度を下回 り、特に秋以降の落ち込みが大きか

つた。河津町や函南町などを除き、多 くの市町で減少がみ られ、地域全体の

減少数は 100万人以上になった。特にシェアの大きい伊東市ヾ下田市、伊豆

市、東伊豆町は減少数も大きかつた。景気低迷や地震の他に、高速道路料金

のETC休 日特別割引制度の影響を原因に挙げる声も聞かれた。伊豆地域の

宿泊客の半数以上を占める関東地方居住者が旅行先を高速道路に沿って遠方

に伸ばしたものとみ られる。

富 士 ・観光交流客数は 3,136万 2千人、前年度比 101.3%、 シェアは 22.8%。

・宿泊客数は 137万 3千人、前年度比 89。 3%、 シェアは 8.0%。

・富士川楽座が好調であつた富士市は大きく増加 したが、富士登山に集計方法

の変更があつた富士宮市、スポーツ観戦が減少 した小山町は減少 した。

・宿泊客数は、富士市は微増であったが、御殿場市、裾野市、小山町は大きく

減少 した。

駿 河 ・観光交流客数は 2,539万 2千人、前年度比 100.9%、 シェアは 18.4%
・宿泊客数は 145万 5千人、前年度比 98.0%、 シェアは 8.4%。

・「大道芸ワール ドカップ」、「静岡まつ り」等大きく減少 したものがあつたが、
「しぞ―かおでんフェア」などの新規の大型イベン トもあり、観光 レクリエ

ーション客数は微増 した。
・宿泊客数は、10～ 12月 期までは前年を下回つたが、1～ 3月 期は前年を上回 り

やや回復 した。

西駿河 。

奥大井

・観光交流客数は 961万 6千人、前年度比 100.6%、 シェアは 7.0%。

・宿泊客数は 67万 3千人、前年度比 95.0%、 シェアは 3。 9%。

・一部の市で集計方法に変更があつたこと、新規調査対象の施設があつたこと

により温泉は増加 したが、海水浴が大きく減少 した。冷夏により客足が伸び

悩んでいたところに、地震による東名高速道路の通行規制が重なったことが

大きく影響 した。
・富士山静岡空港開港の好影響を受けたとい う施設がある一方で、まだ効果が

み られないとい う声もあつた。

・宿泊客数は、吉田町は大きく増加 したが、減少 した市町が多かった。

中東遠 ・観光交流客数は 1,425万 5千人、前年度比 92.7%、 シェアは 10。 4%。

マ宿泊客数は 88万 2千人、前年度比 92.6%、 シェアは 5.1%。

・花火大会の中止、規模縮小や、大規模商業施設の集計方法の変更により、観

光 レクリエーション客数は 100万人以上減少 した。

・宿泊客数は、御前崎市はやや増加 したが他の市町は減少 した。

西北遠 ・観光交流客数は 1,761万 5千人、前年度比 103。 9%、 シェアは 12.8%。

・宿泊客数は 209万人、前年度比 94.6%、 シェアは 12.1%。

・大規模花火大会が低調であつたが、「浜松モザイカルチャー世界博 2009」 の

開催により、観光レクリエーション客数全体では前年度より増加した。

・宿泊客数は、全市町で減少したが、増加している地区もある。
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平成21年度 地域別形態別観光交流客数

(単位 :

合計 宿泊客数
観光レクリエ―ション客数

学 ぶ 遊 ぶ 触れ合う

伊 豆

39.461.587 10,757,590 28,703,997 12,719,782 9,311,929 6,672,286

100.0% 90.9% 103.9% 119.3% 96.4% 91.5%

28.7% 62.4% 23.8% 34.7% 16.6% 24.1%

富士

31,362,133 1.372.880 29,989,253 6,123,353 21.695,148 2,170,752

101.3% 89.3% 101.9% 97.7% 103.8% 96.3%

22.8% 8.0% 24.9% 16.7% 38.7%
υ
ス

０
０

７

駿河

25,391,984 1,455,418 23,986,566 5,261,525 9,0931509 9,581,532

100.9% 98.0% 101.1% 94.7% 109.4% 97.6ツ

18.4% 8.4% 19.9% 14.3% 16.2% 34.5%

西駿河ロ

奥大井

9,615,802 673,432 8,942,370 1.448.444 5,613,017 1.880,909

100.6% 95.0% 101.191 112.3% 100.2% 96.0%

7.0% 3.9% 7.4% 3.9% 10.0% 6.8%

中東遠

14,254,769 881,927 13,372,842 6.237,046 4,496,441 2,639,355

92.7% 92.6% 92.7% 97.8% 90.4% 85.9%

10_4% 5.1% 11.1% 17.0% 8.Oγ 9.5%

西北遠

17,614,547 2.089,511 15,525,036 4,883,344 5.849,426 4,792,266

103.9% 94.6% 105.4% 100.991 103.4ツ 113.1%

12.8% 12.1% 12.9% 13.3% 10.4% 17.3%

地域計

137.700,822 17,230,758 120.470,064 36,673,494 56,059,470 27.737.100

100.20/0 92.0% 101.516 104.8% 101.7% 96.9%

100.0% 100.0% 100.091 100.0% 100.0% 100.0%

県―括調査

3_048.331 3,048,331 900,136 2,148,195

389.0%

合計

140,749,153 17.230,758 123,518,395 36.673,494 56,959,606 29,885,295

101.8% 92.0% 103.3% 104.8% 101.9% 104.4%
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平成21年度 市町別形態別観光交流客数
位 :人

市町名 観光交流客数 前年度比 宿泊客数 前年度比 観光レクリエーション客数 前年度比

県計 140,749,153 101.8% 17,230,758 92.0% 123,518,395 103.3%

県一括調査 3,048,331 389.0% 3,048,331 389.0%

市町調査 137,700,822 100.2% 17,230,758 92.0% 120,470,064 101.5%

伊豆地域計 39,461,587 10040% 10,757,590 90.9% 28,703,997 103.9ツ

沼津市 3,600,118 93.3% 649,038 89.0% 2,951,080 94.4%

熱海市 5,661,319 93.2% 2,819,800 96.7% 2,841,519 90.0%

三島市 4,277,778 361.0% 136,198 107.0% 4,141,580 391.6%

伊東市 10,266,659 93.0% 2,749,100 924% 7,517,559 93.3%

下田市 2,943,673 85.1% 866,118 77.5% 2,077,555 88.8%

伊豆市 3,320,893 87.6% 749,058 86.7% 2,571,835 87.9%

伊豆の国市 2,254,421 93.2% 752,804 90.1% 1,501,617 94.8%

東伊豆町 1,848,775 89.3% 1,015,717 87.1% 833,058 92.0%

河津町 1,644,518 101.3% 231,058 104.9% 1,413,460 100.7%

南伊豆町 900,417 92.391 238,881 90.8% 661,536 92.8%

松崎町 430,344 84.891 118,012 67.6% 312,332 93.8%

西伊豆町 1,001,411 86.9γ 297,431 87.8% 703,980 86.6%

函南町 825,761 102.191 108,375 142.5% 717,386 97.9%

清水町 485,500 99.0% 26,000 101.6% 459,500 98.8%

1,372,880 : 89.396 291989,250 1011釧

富士宮市 5,433,002 91.8% 174,874 96.2% 5,258,128 91.7%

富士市 7,044,346 124.191 440,646 101.7% 6,603,700 125.991

御殿場市 13,065,384 100.291 575,250 85.3% 12,490,134 101.0%

裾野市 2,383,325 99.2% 86,449 89.2% 2,296,876 99.6%

長泉町 393,434 103.5% 6,401 91.8% 387,033 103.7%

小山町 2,843,413 85.4% 89,260 66.4% 2,754,153 86.2%

芝川町 199,229 95.2% 199,229 99.8%
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平成21年度 市町別形態別観光交流客数
人

市町名 観光交流客数 前年度比 宿泊客数 前年度比 観光レクリエーシヨン客

“

前年度比

駿河地域計 25,391,984 100.9% 1=455,418 98,0% 23,986,566 101.lγ

静岡市 25,391,984 100.9% 1,455,418 98.0% 23,936,566 101.1ま

西駿河・

山大半地壼計 97615,802 100.6% 673,432 95.0% 8,942,370 101,1,

島田市 2,352,320 104.2% 103,218 86.lγ 2,249,102 105.2%

焼津市 3,626,919 112.1% 327,012 99.9% 3,299,907 113.5%

藤枝市 1,831,854 94.4% 139,060 104.1% 1,692,794 93.7%

牧之原市 1,083,087 75.2% 45,692 72.191 1,037,395 75.4%

吉田町 262,721 131.4% 12,891 154.8% 249,830 130.391

川根本町 458,901 94.7% 45,559 81.791 413,342 96.491

中東遠地域計 14,254,769 92.7% 881,927 92.6% 13,372,842 92.791

磐田市 3,123,525 108.8% 160,279 97.l ll 2,963,246 109.591

掛川市 3,402,042 87.3% 404,761 92.591 2,997,281 86.7%

袋井市 4,156,864 86.9% 68,046 80.8% 4,0881818 87.091

御前崎市 2,158,645 89.3% 181,200 101.l ll 1,977,445 88.3%

菊川市 266,229 100.0% 55,633 79.6% 210,596 107.2%

森町 1,147,464 100.2% 12,008 72.3% 1,135,456 100.6%

西北遠地域計 17,614,547 103.9% 2.089,511 94.691 15,525,036 105.4%

浜松市 16,788,449 104.8% 1,966,146 95.7% 14,822,303 106.1%

湖西市 392,316 90.3% 111,463 81.5% 280,853 94.3%

新居町 433,782 88.1% 11,902 64.3% 421,800 89.1%
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3 宿泊客数 の状況

宿泊客数は、1,723万 1千人で、前年度比 149万人 (8.0%)の減となつた。

全地域で減少となり、全宿泊客数の6割以上を占める伊豆地域は、伊東市が 23万

人、下田市が 25万人の減となるなど、地域全体で 107万人 (9。 1%)の減と大きく

落ち込んだ。

①地域別宿泊客数の比較
(単位 :千人)

伊 豆 富 士 駿河 西駿河・奥大井 中東遠 西北遠 合 計

21年度 a 10,758 1,373 1,455 673 882 2,090 17,231

20年 度 b 11,830 1,537 1,485 709 953 2,210 18,722

増減 a― b ∠ゝ 1,072 ∠ゝ 164 ∠ゝ 29 ∠ゝ 35 ∠ゝ 71 ∠ゝ 120 △ 1,492

目り詢「 層五上ヒa/b 90.90/0 89.3% 98.0% 95.0% 92.6% 94.6% 92.0%

(注 )それぞれ 1千人未満を四捨五入しているため、合計と各地域の計が一致しない場合がある。

② 月別宿泊客数の比較

(注)それぞれ 1千人

③ 宿泊客数の推移

未 満

(注)それぞれ千人未満を四捨五入しているため、全県と各地域の計が一致しない場合がある。

「指数」欄は、平成 3年度を 100と した場合の数値である。

単位 :千人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

21年度 1,254 1,387 1,1lC 1,470 2,302 1,36C 1,340 1,466 1,354 1,27[ 1,32( 1,58C 17,231

20年度 l,440 1,504 1,25[ 1,587 2,512 1,36[ 1,510 1,668 1,48〔 1,37( 1,347 1,674 18,722

前年度比 87.1% 92.29 88.37 92.6% 91.6% 99.6ワ 88.8γ 87.9γ 91.09 98.49 94.8% 92.0%

21年度

構成比
7.3% 6.49 8.5% 13.4γ 7. 79 100.0%

それぞれ 1千人夫満ケ四捨五入 しているため、合計 と各月の計が一致 ない場合がある

(単位 :千人)

S63 H3 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

全  県 26,725 27,653 19,659 19,642 19,277 18,940 19,224 19,332 18,722 17,231

伊  豆 18,857 19,935 12,811 12,658 12,026 12,066 12,332 12,236 11,830 10,758

富  士 1,381 1,358 1,137 1,204 1,257 1,319 1,309 1,533 1,537 1,373

駿  河 1,896 1,534 1,350 1,398 1,447 1,421 1,465 1,422 1,485 1,455

西駿河・奥大井 932 999 つ
４

ハ
υ

０
０ 808 776 724 719 709 673

中東遠 1,018 1,151 1,005 1,065 1,003 903 951 932 ｎ
υ 882

西北遠 2,641 2,676 2,553 2,509 2,768 2,506 2,446 2,498 2,210 2,090

指 数 96.6 100.0 71.0 69.7 68.5 69.5 69.9 67.7 62.3
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観光 レク リエーシ ョン客数の状況

(1)概要

平成 21年度の観光レクリエーション客数は、1億 2,351万 8千人で、前年度と

比べて 399万 9千人 (3.3%)の増となつた。

平成 20年度と比較し、「歴史・文化」、「スポーツレクリエーション施設」、「温

泉」、「イベント」が増加した。

大 分 類 中 分 類

学ぶ (見 る、体験する) 自然、文化・歴史、産業観光

遊ぶ (楽 しむ、リフレッシュする) スポーツレクリエーション施設、温泉、買物

触れ合 う (交流する) 季節行楽・行事、イベント

大分類別構成比

21年度

-17-



(2)大分類別の状況

①「学ぶ (見 る、体験する)」 36,673千人、前年度比 104.8%

新規調査対象の大型施設があつたため、「歴史 0文化」は大きく増カロした。「自

然」は富士登山の調査方法が変更になつた影響も含め、全体的に減少した。

学ぶ (見る・体験する)

21年度

②「遊ぶ (楽 しむ・リフレッシュする)」 56,960千人、前年度比 101.9%

海水浴が低調であつたが、新規調査対象の施設があつたため、「スポーツレク

リエーション施設」が増加 した。「温泉入浴施設」は調査方法を変更 した施設が

あったため増力日した。

遊ぶ(楽しむ・リフレッシュする)

21年度

③「触れ合う (交流する)」 29,885千人、前年度比 104.4%

中止や規模の縮小 となつた花火大会があつたため 「季節行楽・行事」は減少

した。「国民文化祭。しずおか 2009」 の影響により「イベン ト」は増加 したが、

前年度より減少 したものも多かった。

触れ合う(交流する)

季節行楽・行事

411%

季節行楽・行事

486%

21年度
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平成21年度 分類別観光レクリエーシヨン客数

大分類 中分類 名 称 21年度計 20年度計 前年度比 構成比

学ぶ
(見る・体験する)

自然

山岳 204,218 183,132 11159

菫士登山 330,789 559.319

葛原 24,477 21.541 ‖36)

湖沼 83,438 88,273 94 5,

河川景観 1,506.815 1.568,338

海岸景観 3,566,160 3,665,948

特殊地形 374.336

自然学習・体験施設 628,971 625,410 1006,

その他景勝地 4,962,094 5,243,249

′1ヽ 計

′
11.601′ 298 12,366,300 94.51 9.46

歴史・文化

城郭 378.183 346.287 109_2,

神社・仏閣 8,956,955 6.169,536 7 25

庭園 755,166 715.246 05 6%

街並み 30,000 30 000 00 0%

日街道 34.092 30,246

史跡 408,653 479,030

日物館 2,080,535 2,029,549 102 5,

美術館 1.431.611 1,674,456

助・植物園 4,028,730 4,130,295 3 26

水族館 745,893 857.437 87硼

その他建造物 821.346 753,964 108 9)

小 計 19,671,164 17.216.046 114.3, 15,93

産業観光

観光農林業 352,667 402.106 0 29

みかん狩 り 154,689 195,373

いちご狩り 595,448 654 682

現光牧場 684.278 643,957 106 31

現光漁業 10,989 14,181

朝千狩り 234,653 245,220 957引

匿統工芸 369,878 428,012

その他の産業観光施設 2,918,430 2,826,095 103 2,

小 計 5,321,032 5,411,226

小 lt 36.673,494 34,993.662 104 8, 29.69

遊ぶ
(楽 しむ・

リフレッシュする)

スポーツ
レクリエー
ション施設

ゴルフ場 3,990,074 4,011,891

202 スキー場 214,383 217.628

203 テニス場 305,288 499,629

204 プール施設 ! 257 212 1,104,291 1138,

ハイキングコース 74,024 65,154 11361

キャンプ場 621,149 564.444 1100引

209 自然歩道 300,000 65,000 461 5%

海水浴場 1,912,676 2,512,340

マリーナ・ヨットハーバー 38,700

スキューバーダイビング施設 177.524 195,159

海釣り 403 488 439,712 0 33

ll釣 リ 941,780 822,925 11449

ウォークラリー 33.512 38,213

公園 4,447,471 4,490,088

レジャーランド・テーマパーク 2,992,495 2.921,453 102 49

腹合的スポー ツ リゾー ト施設 804,063 836,713

250 その他スポーツ・ レク リエーシ ヨン施設 4,477,039 3.269,362 136 91

小 計 22,990,873 22,054,002 104.2"

温泉 品泉入浴施設 7,260,490 6,826,817 106 4駆

小 ll 7,260,490 6.826.817 106 4引

買物

ショッピング店 13.709,133 13,941,707 1110

調市・市場 590 878 605,936

郷土料理・ レス トラン 1,441,551 1.610,693

複合商業施設 10.966,676 10,852,447 1011,

小 計 20,708,238 27.010,783 98 9' 21_62

小 計 56,959,606 55,091,602 101.9, 46 11

触れ合う
(交流する)

季節行楽・行事

行・祭事・郷土芸能 6,322,646 6.700.019

花火大会 2.545.221 3,288,348

304 花 見 3,403,795 3,930,504 86 6,

小 計 12,271,662 13.ヽ918,871

イベント

博覧会 372,339 12,008 3100 89

コンベンシヨン 1,050,137 1,060,999 0 05

スポーツ観戦 1,728,534 2,185,113

旨楽・演劇鑑賞 l,140,477 1,275,397

フリーマーケツト 72,700 70,150 103 6%

その他イベント 13,249,446 10,111,392 1310Ⅸ

小 計 17,613.633 14,715,059 1197騨

小 計
29,385,295 28.633,980 104.4〕 24.20

合 計
123,518,395 119,519,194 ,03 3, 1∞_00
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(3)主要行祭事等の状況

①主要行祭事ベスト10
・祭事 。郷土芸

順位
日乍年
‖百小置

市町名 名 称 21年度計 20年度計

1 1 浜松 1 浜松まつり 1,480,000 1,400,000

2 2 静岡市 静岡まつり 760,000 972,000

3 3 三島市 三島夏まつり 510,000 530,000

4 4- 岡 市 清水七夕まつり 404,000 485,000

5 8 富士市 毘沙門天大祭 250,000 215,000

6 6 伊東市 接針祭 245,000 359,039

7 9 富士市 吉原祇園祭 220,000 186,000

8 下田市 黒船祭 184,535 220,065

9 10 東伊豆町 雛のつるし飾りまつり 143,844 180,021

10 下田市 下 田太鼓まつり 140,000 140.000

単位 :人

順位
昨年

順位
市町名 名 称 21年度計 20年度計

1 1 静岡 1 暑倍川花火大会 600,000 600,000

2 3 沼津市 沼津夏まつり 340,000 360,000

3 5 熱海市 熱海海上花火大会 260,000 263,248

6 剋津市 海上花火大会 250,000 230,000

5 7 島田市 大井川大花火大会 1501000 150,000

6 9 藤枝市 枝花火大会 135,000 130.000

4 浜松市 舘山寺花火大会 100.000 280,000

7 浜松市 鹿島の花火 100,000 100,000

9 浜松市 海開き花火大会 901000 90,000

10 沼津市 サンセットページェント 70,000 68,000

10 9 浜松市 三ヶ日花火大会 70,000 130.000

順位
昨年
順位

市町名 名称 21年度計 20年度計

1 1 河津町 河津桜まつり 1,006,996 1,024,406
０
４ 3 『伊豆町 みなみの桜と菜の花まつり 327,000 341,000

3 4 下田市 水仙まつり 250,000 291,000

4 2 熱海市 暮園梅まつり 239,607 503.650

5 5 伊東 1 「 豆高原桜まつり(桜並木 ) 210,000 239,000

6 下 田市 あじさレヽ祭 181,200 171,100

7 8 磐田市 熊野の長藤まつり 165,000 154,000

8 6 藤枝市 藤まつり 154,000 220,000

9 9 計豆市 モミジまつり 102,139 100,892

10 10 伊豆市 梅まつり(修善寺 ) 70i169 84.637

の他イベン 人

順位
日乍年
順位

市町名 名称 21年度計 20年度計

1 1 静岡T 大道芸ワールドカップ 1,570,000 1,950,000

2 浜松市 浜松モザイカルチャー世界博2009 861,325

3 2 浜松市 冬の督 7501371 772,000

4 3 静岡T 清水みなと祭り 670,000 700,000
５

６

4 多岡市 静岡おだつくい祭り 226.310 196,672

静岡市 しぞ―かおでんフェア 180,000

7 静岡1 シズオカ・サンバカーニバル 150,000

8 屯津市 オータムフェストinやいづ 130,448 20.000

9 5 富士市 富士まつり 115,000 110,000

10 沼7 よさこい東海道 95,000 95,300

10 9 毛7 港まつり 95,000 90.000

(参考)国民文化祭。しずおか2009  2,148,195人
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② 市町別海水浴客数

③ 登山口別富士登山客数

市町名 21年度計 前年度比 7月 8月

県 計 330,789 59.1% 101.699 229,090

127.397 68.2% 41.055 86,342

富士官口 189,894 45.2% 47,952 141,942

74.745 54.7% 23.884 50.861

御殿場 口 22,244 105.9% 6,938 15,306

6.870 168.50/c 2.084 4,786

須走 口 118,651 100.5% 46,809 71.842

45,782 99.1% 15,087 30,695

※上段は各登山口の新五合日の入込客数

※下段は新五合目→山頂の登山客数
※富士宮市の入込客数、登山客数は、平成21年度から算出方法変更。

(シャトルバスの利用人員による推計→6合 目に設置のカウンターによる算出)

市町名 21年度計 前年度比 6月 7月 8月

県 計 1,912.676 76.1% 3.130 422,113 1.487.433

沼津市 140,256 110.3V 28.675 111,581

熱海市 168.753 111.6% 26,105 142.648

伊東市 81.910 71.1% 21.170 60,740

下田市 543,321 83.60/0 97.706 445,615

伊豆市 72.800 73.80/0 19,700 53,100

東伊豆町 26,320 70.5% 6.342 19,978

河津町 53.359 79.3% 9,167 44.192

南伊豆町 80,366 82.6% 10.610 69,756

松崎町 44,778 82.3% 10,374 34.404

西伊豆町 50.186 79.10/c 11.010 39,176

静岡市 20,000 68.0% 4,533 15.467

焼津市 15.177 66.1ツ 3,586 11.591

御前崎市 36,000 81.8% 16.000 20,000

牧之原市 446,000 56.6% 3.130 120,345 322.525

浜松市 107.500 78.5% 31,000 76,500

湖西市 12,307 82.7ツ
Ｏ
υ

α
υ

９
″ 9.610

新居町 13.643 98.6% 3.093 10,550
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主な調査対象施設 (地点)・ 行祭事等一覧

市 町 名 大 分 類 調 査 対 象 施 設 (地 点 )・ 行 祭 事 等

沼津市

字ぶ

(見 る、体験する)

我入道の渡し、
~沼

津御用邸記念公園、沼津市明治史料館、若山牧水記念館、伊呈二

津シーパラダイス、みかん狩 り、びゆうお、造船郷土資料博物館、庄司美術館 (モ

ン・ミュゼ沼津)、 サンセットクルージング

とぶ
(楽 しむ、
リフレッシュする)

百万ヲ易TTTフア場T百永浴場、大瀬ダイビング、淡島マリンパーク、長浜つり

堀観光センター、ニューウェルサンピア、千本プラザ、奥するが湾日曜市、温泉浴

場壱の湯

1虫れ合 う
(交流する)

内浦漁港祭、高尾山祭典、水産祭・海人祭、み どり

マーガーデン、JAPAN ART FESTIVAL IN沼 津、沼津

津七夕まつ り。沼津七タワイ ワイ、ウィンタース

踊 り大会、サンセ ットページェン ト、戸田さんさん

ェスティバル、狩野川灯ろう流 し

熱海市

学ぶ

(見 る、体験する)

熱海b―プウェイ、熱海城、伊豆山郷土資料館、中山普半記念餌、秘工鮨、MOA
美術館、戸田幸四郎絵本美術館、澤田政廣記念美術館、アカオハーブ&ロ ーズガー

デン、マリンスパ熱海、池田満寿夫 佐藤陽子倉1作の家、旧日向邸

とぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、海水浴場、姫の沢公園、R― Asia、 後楽園遊園地、雨熱海マリン

ホール、家康の湯、起雲閣、熱海港海釣 り施設

独れ合 う
(交流する)

フェステ ィバル

三島市

字ぷ

(見 る、体験する) …

寿園、山中城跡公園、佐野美術館、三島大社、三最大仕初謂、二鴨

大社宝物館、三嶋暦師の館

遊ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、毎度あり市、」Rさ わやかウォーキング、せせらぎルー ト散策

角虫オL(卜 う
(交流する)

三百万1石丁T入通り商店街まつ り、宿場まつり、下田街道まつり、三局馬鈴署・

コロッケ祭 り、水と蛍のフェスティバル、箱根だいこん祭 り、三島山中城まつ り、

甘藷まつり、伊豆マラソン

伊東市

学ぶ

(見 る、体験する)

城ヶ崎海岸、城ヶ崎遊覧船、小室山リフ ト、大室山ソフ ト、本 卜歪太郎記懲鮨、ね

この博物館、伊豆テディベアミュージアム、ワイルドスミス美術館、池田20世紀美術館、

伊豆一碧湖香 りの美術館、伊豆一碧湖美術館、伊豆ガラスと工芸美術館、伊豆シャ

ボテン公園、みかん狩 り、東海舘

遊ぶ
(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、海水浴場、伊豆海洋公園、さくらの里、伊豆ぐらんばる公園、伊東マツ

ンタウン

町虫オL()う

(交流する)

伊東温泉めちゃくちや市、箸ま

豆高原桜まつり、やんもの里花
オレンジビーチマラソン、伊東

佐美海上灯篭流し、クラフ トの

願祭、東海館まつり、尻つみま

つり、川奈港いるか花火大会、ラス トサマー花火大会

下田市

学ぶ

(見 る、体験する)

伊豆クルーズ (下 田港発着分)、 下田ロープウエイ、豆州下田郷土資料館、
「

llu寺

宝物館、上原仏教美術館、上原近代美術館、ベイステージ下田、下田海中水族館、

柿 。みかん狩 り

西ぷ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、海水浴場、水仙ツーデーマーチ

1虫オt()う

(交流する)

百浜海の祭典、アロエ祭、白浜神社祭、下田太鼓まつり、あじさい祭、黒船祭、水

仙まつり、ビッグシャワー、大賀茂れんげ祭

伊豆市

学ぶ

(見 る、体験する)

恋天岬、達磨寺、土肥金山、天正金鉱、象牙美術宝庫、フイツシングハーク上1巴、

浄蓮の滝、昭和の森会館、陶芸の家、天城高原ベゴニアガーデン、中伊豆シダック

スフイナリー、高城の滝、修善寺・宝物展、修善寺郷土資料館

遊ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

虹の郷、ラフォーレ修善寺、サイクルスポーツセン

水浴場、馬場温泉楠の湯、大藪温泉弁天の湯、屋形

プール、天城ふるさと広場キャンプ場、天城ふるさ
ム、天城 ドーム、湯の国会館、高城の滝キャンプ

場、万天の湯、縄文之御神湯、はこ湯、万福百笑の湯

1虫オtイ)う

(交流する)

秋季弘法祭、春季弘法忌湯汲式、モミジまつり、梅まつ り (修善寺)、 ホリデーイ

ン伊豆、桂遊縁日、菜の花舞台、土肥サマーフェスティバル、とい活き生きフェス

ティバル、天城のほたる祭 り、梅まつ り (天城)、 天城路もみじまつり、高城の滝

まつり、伊豆サイクルフェステイバル、伊豆市まるごとTO― JI博覧会
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市 町 名 大 分 類 調 査 対 象 施 設 (地 点 )。 行 祭 事 等

伊豆の国市

子 か

(見 る、体験する)

かつらき山パノラマパーク、反射炉、郷土興料館、江川■ll、 伊里洋 らんパーク トロ

ピカリウム、いちご狩 り、みかん狩 り、大富農園

遊ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、 日帰 り温泉施設、めおとの場の館、温泉館、湯 らつくすのゆ、長岡南俗

場計、 モヒ
゛
リティハ―゚クオートキャンフ

゜
場、 モヒ

゛
リティハ―゚クオフロート

゛
コース

咽 れ 省 つ

(交流する)

伊豆長岡商工祭、韮山商工祭、いちこまつり、収穫祭、伊豆長岡温泉戦国花火大
会、狩野川祭 り、きにゃんね大仁夏まつ り。かわかんじょう、源氏あやめ祭、狩野
川さくら祭 り、パン祖のパン祭、日中山すいか祭 り、狩野川100kmサ イクリング、
浮橋そばの里まつり、おおひと梅祭 り、ほたる祭 り、まゆ玉祭

東伊豆町

子ふ

(見 る、体験する)

熟川バナナ ワニ園、山菜狩 り、みかん狩 り、いちご狩 り

旺 わ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、撮水浴場、アール施設、大川褥序、他尻褥岸、伊呈バイオバーク、大川
露天風呂、北川露天風呂、高磯の湯、港の朝市

服イしt,,
(交流する)

熟川海上大文字焼花火大会、どんつく祭、片瀬温泉夏祭 り、碓のつるし師 りまつ

り、つるしの端午の福まつ り、ほたる鑑賞のタベ、稲取温泉夏休み花火大会

河津町

字ふ

(見 る、体験する)

陳ュアンテ ィー ラン ド、 rpl津バガテル公園、峰大噴湯公園

遊 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

海水浴場、ア ドベンチャーファミリー、キャンプ場、サンシップ今井浜、踊 り子温

泉会館、河津桜ツーデーマーチ、見高入谷高原温泉

服 れ 省 り

(交流する)

今井浜花火大会、河津桜祭 り、かわづ花菖蒲園、天城路もみ じまつ り、かわづカー

ネーション園

南伊豆町

7ふ
(見 る、体験する)

石廊崎、下賀茂熱帯植物園、波勝崎苑 、成晃園、一条竹の子村

晰 む

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴル フ場 、海 水 浴 場 、み な と湯 、銀 の場 合餌

猥イしt,フ
(交流する)

みなみの桜 と来の花まつ り、南伊豆町伊勢 えびまつ り

松崎町

子ふ

(見 る、体験する)

魔豆の長八美術館、長人記念館、明治商家中瀬邸、重文岩科学校

旺 む

(楽 しむ、
リフレッシュする)

毎水 浴 場 、雲 見 シー サイ ドハ ワス 、花 の二 聖苑 か しか の場

独れ含 ウ
(交流する)

秋まつり、雲見温泉海賊料理まつり、長八まつり、花火大会、海のピカ市、田んぼ
を使つた花畑、伊豆半島太鼓フェスティバル

西伊豆町

宇ふ

(見 る、体験する)

堂ヶ島マリン、カロ山雄三ミュージアム、らんの里堂ヶ島、西天城高原、貢金崎公

園、黄金崎クリスタルパーク

雌 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

海水浴場、沢田公園露天風呂、しおさいの湯、なぎさの湯、せせらぎの湯、宇久須
キャンプ場、スキューバダイビング施設

]Щイし1ヨ「 ,
(交流する)

てんぐさ祭 り、堂ヶ島火祭 り、黄金崎さくらまつり、ふるさとまつり、田子港祭
り、夕映えの響き

函南町

子 か

(見 る、体験する)

十国峠ケープルカー、酪農王国オラッチェ

産ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴル フ場、湯～ とびあかんなみ、本立キャンプ場

Щれ省 り
(交流する)

かんなみ ワクワク狩野り|はつ り

清水町

7ふ
(見 る、体験する)

柿田川公園

駅 れ 貧 り

(交流する)

みどりまつ り、湧水まつ り、狩野りllふれあいフエスタ、スターフイ トタワンプロ

ジェク ト
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市 町 名 大 分 類 調 査 対 象 施 設 (地 点 )。 行 祭 事 等

富士官市

子 ふ

(見 る、体験する)

富士山五合目観光、富士登山、富士山本宮浅間大社、奇石博物館、富士国際花園、

静岡県水産試験場富士養鱒場、まかいの牧場、富士ミルクランド、道の駅朝霧高

原、自糸の滝、日本盲導犬総合センター

西ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

猪之頭オートキャンフ
゜
場、天子の森キャンフ

・
場、田貫

士ォートふもと村、風の湯オートキャンフ
・
場、ドライブ

ル、スカイ朝霧、県立山の村、朝霧野外活動セ

、鱒の家、ふれあい自然塾、朝霧フィ」ンドドッグ

お官横丁、朝霧ジヤンボリーオー トキャンプ

場

用虫オL()う

(交流する)

富士山まつり。お山開き・御神火・富士の巻き狩 り、流鏑馬まつり、秋まつり、た

こたこあがれ in富士山、狩宿菜の花桜まつり、表富士燈回廊

富士市

学ぶ

(見 る、体験する)

須津山休養林、市立博物館

西ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、富士マリンプール、
もの国、湯らぎの里、鷹の湯、

丸火自然公園、岩本山公園、竹採公園、冨士山こど

富士川楽座、ぶらリウォーキング、富士水泳場

1虫れ
`),(交流する)

吉原祇園祭、毘沙門天大祭、富士甲子神位祭興、冨■まつ り、 しら丁まつり、胆名

の里まつり、岩渕祇園祭、新豊院三尊祭、大観音祭、ふじかわ夏まつり、ふじさん

めつせ、かりがね祭 り、あつばれ富士、商エフェア、ふじかわキウイマラソン

御殿場市

子ふ

(見 る、体験する)

富士登山、駒門風穴、秩父冨記念公園、東山1日 序邸、時Z碑夫術郎、呆目主国云1/

ンター、炎の里富士見窯、キリンディスティラリー、たくみの郷

匠 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ホテルグリーンプラザ富士、乙女森林公園キヤンプ場、御殴場まるび

ンプ場、御胎内清宏園、平和公園、乗馬クラブアルカディア、相模乗馬

山フィッシングエリア、オアシス御殿場、御胎内温泉健康センター、御

館、富士八景の湯、御殿場高原温泉、御殿場高原ビール、御殿場欅平

ファミリーキャンプ場、御殿場プレミアムアウトレット

破れ合 う
(交流する)

富士山太鼓まつ り、夏祭 り歩行者天国、富士山スカイ ドリームス、三井住友VISA太

平洋マスターズ、富士登山駅伝、農協祭、よさこい御殿場、桜まつり、御殿場希望

の花火大会、さわやかウオーキング、富士総合火力演習、よさこいクリスマスカー

ニユバ ル

裾野市

宇ぶ

(見 る、体験する)

富士山資料館、富士サファリパーク、忠ちやん牧場

墓ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、イエティ、大野路ファ
ぐりんば、ヘルシーパーク裾野

リーキャンフ
゜
場、十里木キャンプ場、裾野市中央公園、

レジャーランドーの瀬

強れ合 う
(交流する)

みどりまつり、夏まつ り

長泉町

字ぶ

(見 る、体験する)

米山梅吉記念館、富士竹類植物園、クレマテスの丘

匠ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、桃沢キャンプ場

颯れ含 フ

(交流する)

長泉わくわく祭 り、長泉町産業祭、さくらフェスグ in長果

小山町

事ぶ

(見 る、体験する)

富士登山、道の駅ふじおやま

匠ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、冨士霊園、富士山の温泉 天恵、あしがら温泉

颯 れ 含 り

(交流する)

金天蔀■つり、足柄峠笛まつり、富士スピー ドウェイ、小学校芸術鑑員会、サイエ

ンスショー、小山町産業祭、ツアーオブジャパン、サイクリングフェスティバル、

富士チャレンジ200、 オックスフアム・ トレイルウォーカー

芝川町

西 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴル フ場、新稲子り:1温泉ユー トリオ

猥 れ 含 フ

(交流する)

IIL錦蔵開き、信長まつり、たけのこまつり
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市 町 名 大 分 類 調 査 対 象 施 設 (地 点 )。 行 祭 事 等

静岡市

字ぶ

(見 る、体験する)

広重美術館、東海道名主の館小池邸

遊 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

颯れ含 り

(交流する)

フェスティバル、サーカス
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市 町 名 大 分 類 調 査 対 象 施 設 (地 点 )・ 行 祭 事 等

島田市

字ふ

(見 る、体験する)

島面雨再物薦(島田市博物館分館、島田市ばらの丘公園、蓬莱橋、やまゆり、日限

地蔵尊縁日、石畳茶屋、お茶の郷、家山梅園

西 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、やまめ平、島田市山の家、「島田」蓬来の湯、童子沢親水公園、牧之原

公園、ふれあいの泉、日代の郷温泉「伊大和里の湯」

駅 れ 含 り

(交流する)

蓬莱橋ぼんぽりまつり、ばらの丘フェスタ、島田髯まつり、大井川大花火大会、島

田宿川どめ夏まつり、紙わざ大賞展、島田産業まつり、大井神社宮美殿、ほつとハ

イキング、桜まつり、川根ふる里ふれあいまつり、野守まつり

焼津市

学ぶ

(見 る、
・
体験する)

ディスカバ リーパーク焼津、サッポロビール静岡工場、焼津小泉八雲記念餌、駆澤

歴史民俗記念館

遊ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

海水浴場、石原水産マリンステーシヨン、焼津さかなセンター、温泉入浴施設、郷

土料理レス トラン、大井川港、大井川河口野鳥園

触れ含 り

(交流する)

恵比寿講市、海上花火大会、木屋川桜まつり、港マラソン、さかなセンターまつ

り、港まつ り、オータムフェス トinやいづ、虚空蔵尊、さば祭 り、コンベンショ

ン、藤守の田滸び、踊夏祭、劇場・演奏会 (文化会館)、 大井川港朝市・フェア

藤枝市

字ぶ

(見 る、体験する)

藤枝大観音、志太郡衛跡、史跡田中城下屋敷、藤枝市郷土博物餌、藤板らんの里、

句芸センター、ジャパンベリー、明治製菓東海工場、玉露の里、大旅籠柏屋歴史資

眸館

遊ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、藤枝エミナースプール、プール施設、大久保キヤンプ場、大久保グラス

スキー場、志太温泉、スポーツパル高根の郷、瀬戸谷温泉ゆらく、静岡県武道館、

藤枝総合運動公園、藤枝市民体育館、藤枝市武道館、民宿日帰り

1■オLf主 フ
(交流する)

いきいきまつり、清水山       例大祭、兄岩寺例祭、成田山

社初詣、藤枝花火大会、        つり、藤まつり、せとやまる

PK選手権大会inFUJIEDA、       成田山節分、ふじえだマラ

ソン、玉露の里春まつり、東海道岡部宿にぎわいまつり、玉露の里まつ り、リバ

ティ駅伝、藤枝MYFC初蹴り大祭

牧之原市

字ぶ

(見 る、体験する)

屹庄屋 (大鐘家)、 グリンピア牧之原

西ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、シーサイ ドプール地頭方、海水浴場、さがら子生れ温泉

]Щ /1/省 り

(交流する)

草競馬大会、ビーチクリーンカップ、海水まつり花火大会、花見、日本プロサ

フィンツアー、海の日イベント、初日の出海上パレー ド

吉田町

芋ぶ

(見 る、体験する)

小山城、吉田町郷上記念館

とぶ
(楽 しむ、
リフレッシュする)

吉田公園

咽 れ 省 り

(交流する)

小山城まつ り、港まつ り。花火大会、凧場け大会

川根本町

手ぶ

(見 る、体験する)

フォーレなかかわね茶若舘、入渓谷 (寸又峡ゲー ト)、 晋戯の郷、資料餌やまびこ、長

島ダムふれあい館

西ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

中川根自然キャンフ
゜
村、くのわき親水公園キャンプ場、三ツ星オー トキャンア場、他

の谷キヤンプ場、中川根ウッドハウスおろくば、中川根特産品販売所四季の里、人

木キャンプ場、森のコテージ、寸又峡露天風呂、自沢温泉もりのいずみ、接岨峡温

泉会館

口虫れ合 う
(交流する)

莫大井ふるさと祭り
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市 町 名 大 分 類 調 査 対 象 施 設 (地 点 )・ 行 祭 事 等

磐田市

字ふ

(見 る、体験する)

府人幡宮、桶ケ谷沼ビジターセンター、見付天神社 (矢奈比売神社)、 旧赤松家記

念館、ヤマハコミュニケーションプラザ、旧見付学校、竜洋昆虫自然観察公園、梅

園、花咲乃庄、磐田市香りの博物館、磐田市新造形創造館、シルクロー ドミュージ

アム、コーデュロイハウス、磐田市埋蔵文化財センター、磐田市コミュニケーショ

ンセンター

崚 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、東大久保テニスコー ト、塔之壇テニスコー ト、かぶと塚テニスコー ト、
プール施設、市営つつじ公園、スポーツ交流の里ゆめりあ、健康福社会館、竜洋海

洋公園オー トキャンプ場、竜洋海洋公園、竜洋スポーツ公園、しおさい竜洋、鮎釣

り、獅子ヶ鼻公園、とよおか採れたて元気むら、自壁館、万瀬ぼうら屋、うなや

す、」Rさ わやかウォーキング、アミューズ豊田、福田漁港 (釣 り)、 豊浜海岸 (サ
ー

フィン)、 福田屋内スポーツセンター

独れ合 う
(交流する)

全国高等学校女子サッカー選手権大会、磐田市民文化会館、見付天神裸まつり、夏

まつり花火大会、いわた産業まつり、いわた農業まつり、ジュビロ磐田メモリアル

マラノン、遠州大名行列・舞車、六社神社祭典、縁日「お観音様」、掛塚屋台まつ

り、竜洋産業まつり、熊野の長藤まつ り、フェスティバル豊田、ふるさとまつり、

親子写生大会、磐田雪まつり、ふくで漁港まつり、ジュビロー ド夏祭、パルファン

富里、府八幡宮祭典、なぎの木会館、いわたスポレク・フェスティバル、ヤマハス

タジアム                            ___

掛川市

7ふ
(見 る、体験する)

掛ll ut掛り|1市二の丸美術館、資生堂企業資料館・アー トハウス、加茂花菖蒲園、
二の丸茶室、川坂屋、掛川花鳥園、清水邸庭園、観光農園サンサンファーム、遠州

横須賀街道ちつちゃな文化展、高天神城跡、吉岡弥生記念館、横須賀城跡、大須賀

歴史民俗資料館、キウイフルーツ・カントリー」apan、 ねむの木こども美術館・吉

行淳之介文学館、大日本報徳社、赤ずきんちゃんのおもしろ農園、上垂木ホタルの

里、竹の丸

山 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、栗ヶ岳、ならここの里、つま恋、ザ・朝TTI、

七草粥ウォーキング、物産センターサンサンファーム、大東温泉シー

釣り、道の駅掛川

森の郡温泉ならここの湯、
トピア、西大谷ダムヘ ら鮒

Щれ曾 り

(交流する)

掛川戦国城下市、納涼まつり、三熊野神社大祭、おおすか夏まつり、速州横須貨凧

場げまつ り、大浜公園桜花見、掛川・大東遠州灘砂の祭典、掛り|1祭、掛川新茶マラ

ソン、中八坂神社祇園祭、ちいねり、龍尾神社の花庭園、掛川商工まつり

袋井市

字 ふ

(見 る、体験する)

可睡斎、油山寺、法多山、香 りの丘茶ビア、どまん中茶屋、可睡ゆりの園、テン

マーク牧場、クラウンメロン支所

匠 ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、百庫市、さわやかウォーキング、天然温泉遠州 1和 の湯」、東褥道 どま

ん中ふくろいツーデーウォーク

独れ合 う
(交流する)

節分祭、日遊祭、袋井夏まつり、山梨祇園祭、星供養祭、星祭 。中日大祭、袋井ま
つり、万灯祭、不動尊大祭、農協祭、年頭祈願、ぼたんまつり、桜まつり、フリー

マーケット (茶 ピア)、 甲子大祭、日本一防火のまち袋井、ふれあい夢市場inあ さ

ば、三社祭 り (稚児流流鏑馬)、 酒塚観音大祭、新茶まつり、クラウンメロンマラ

ソン大会、月見の里学遊館、静岡スタジアムエコパ

御前崎市

亨ふ

(見 る、体験する)

岬前崎海岸、なぶら館、御前埼灯台、磯遊び、桜ケ池、浜岡砂丘、浜岡原子力鋼、

現光農園

醒ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、御前崎海水浴場、すいすいパークぷるる、あらさわふる里公園、なぶら

市場、静岡カントリー浜岡コース&ホテル

独れ含 フ
(交流する)

マリンスポーツ大会、桜ケ池「納櫃祭」、御前崎みなと夏祭、御前崎大産業まつ

り、初 日の出、御前崎カジキまつり

菊川市

7ふ
(見 る、体験する)

R百雇敷資料館、歴史街道館、アロエ観光農園南風園、ブルーベリーの郷、応戸教
院

西ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、火剣山キャンプ場

破れ含 ウ
(交流する)

ホタル観賞会、富田ほたるを見る会、菊りII名 物夜店市、JA夢吹フエステイバル、上

倉沢棚田 (田 植え 。稲刈 り)、 ODORA THE 菊川、菊川まちかど朝市&フ リーマー

ケット、ふるさと夏まつりおがさ、潮海寺八坂神社祇園祭 り

森町

宇ふ

(見 る、体験する)

大洞院、小國神社、極楽寺、蓮華寺、香勝寺、歴史民俗資料館、アクテイ森

こふ
(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴル フ場

独れ合 う
(交流する)

森万丁ちτT雨源花火大会、もりもり2万人まつり、森町商店街夏まつり、山名神
社天王祭、太田川桜堤 (向天方桜まつり)
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市 町 名 大 分 類 調 査 対 象 施 設 (地 点 )。 行 祭 事 等

浜松市

学ぶ
(見 る、体験する)

嵯ぶ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

岩洞フイッシユパ~ク 、龍山入浴施設                __
颯れ合 ,
(交流す る)

サイクルツーリズム、浜松モザイカルチャー世界博2009

湖西市

字ふ

(見 る、体験する)

本興寺、豊田佐吉記念館、おんやど自須賀

西ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

ゴルフ場、海水浴場、潮見峠、郷土料理店・ レス トラン

駅れ含 フ

(交流する)

佗見 (本興寺)

新居町

学ぶ

(見 る、体験する)

師副輛扉更秤爾T下ちご狩り、紀伊国屋旅籠資料館、新居弁天潮十狩り

匠ふ

(楽 しむ、
リフレッシュする)

わんぼくランド、新居弁天海水浴、海釣公園・海湖頌

独れ合 う
(交流する)

産業まつり「あらいじやん」、表浜名湖納涼花火大会、諏調稗位奉綱化火
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